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2013年度業績一覧

宇都宮みのり

①著書・論文
・『精神保健福祉に関する制度とサービス 第２版』日本
福祉大学通信教育部編，学校法人日本福祉大学，改訂
箇所：pp. 18‒25，39‒53，58‒66，2013年４月

・大森正英編『改訂 介護職・福祉職のための医学用語
辞典』中央法規，分担箇所：「守秘義務（p. 182）」「生
活モデル（p. 225）」「認知行動療法（pp. 313‒4）」，2014

年１月
・「岩屋病院（旧豊橋脳病院）見学記」『生涯発達研究』
第６号，pp. 103‒5，2014年３月

②口頭発表
・「保健衛生調査会における精神病者対策の検討過程分
析」第61回日本社会福祉学会秋季大会（歴史部会）
（北星学園大学），2013年９月

湯　海鵬

①著書・論文
・「中年者における定期的・持続的なスポーツ活動が運
動能力に与える影響―８年間における縦断的な追跡か
ら―」『バイオメカニズム学会誌』37‒2，pp. 127‒133，
2013年
・⽻⽑球球种预测能⼒的相关研究，中国体育科学学会

2013年全国竞技体育科学论⽂报告会，2013年
・“Fast Connected-Component Labeling for Binary Hexa-

gonal Images” 2013 IEEE Region 10 Conference, Paper 

281, Xi’an, China, Oct. 22‒26, 2013年 

②口頭発表
・「バドミントンにおけるオーバーヘッドストロークの
予測に関する研究―予測対象の熟練度と予測結果との
関連性─」日本体育学会第51回東海大会（刈谷市），
2013年
③その他
・「中国体育科学学会の歴史と歩み」『体育の科学』63

巻４月号，2013年
・「中国の競技スポーツ」『体育の科学』63巻８月号，

2013年
・「中国素躍進の秘密」『体育の科学』63巻12月号，

2013年

中尾友紀

①著書・論文
・「労働者年金保険法立案の経緯」『社会福祉』第54号，
日本女子大学社会福祉学会，pp. 75‒87，2014年
・「被占領期の労働保護・雇用対策」（共著）『生活保障
基本資料』第１巻，柏書房，pp. 5‒20，2013年
・「社会保険制度調査会の設置と『社会保障制度要綱』」
『生活保障基本資料』第２巻，柏書房，pp. 5‒19，2013

年
・「社会保障制度審議会の設置と『社会保障制度に関す
る勧告』」『生活保障基本資料』第３巻，柏書房，pp. 

5‒20，2013年
・「国民年金法および通算年金通則法の制定」『生活保障
基本資料』第６巻，柏書房，pp. 3‒21，2013年
・「解説　国民年金保険料の後納及び追納について」地
域包括支援・総合相談研究会編著『地域包括支援・総
合相談事例集』追録第52‒54号，第一法規，pp. 1483‒
1483の７（1484），2013年
・「第２節　名古屋市におけるホームレスの自立支援施
策」基礎生活保障問題研究会編『第２期愛知県ホーム
レス自立支援施策等実施計画評価報告書』，愛知県，
pp. 53‒62，2013年
②口頭発表
・「労働者年金保険法創設過程にみる戦前期公的年金制
度の特質」日本女子大学社会福祉学会第20回大会　
大会企画シンポジウム『社会福祉研究の軌跡─歴史か
ら見えてくるもの─』（日本女子大学），2013年７月

中藤　淳

①著書・論文
・「現代の若者の精神保健の動向⑵─精神保健上の変化
の要因について─」『愛知県立大学教育福祉学部論集』
第61号，pp. 91‒100，2013年２月
②口頭発表
・「健康調査カードによる大学生の精神保健の分析⑸─
精神保健上の変化の要因について─」日本心理臨床学
会第32回秋季大会，2013年８月



34

社会福祉研究　第16巻

野田博也

①著書・論文
・「日本における金融排除研究の動向（2000‒2012）」『人
間発達学研究』第５号，愛知県立大学大学院人間発達
学研究科，pp. 57‒65，2014年３月

・「近年のトインビー・ホールとセツルメントの実践原
理：金融包摂プロジェクトを中心とする諸活動に着目
して」『愛知県立大学教育福祉学部論集』第62号，pp. 

109‒21，2014年２月
・「第９章 論文の着想」平岡公一・武川正吾・山田昌弘
他監修・須田木綿子・鎮目真人・西野理子他編『研究
道：学的探求の道案内』東信堂，pp. 102‒18，2013年

②口頭発表
・「ストック財形成に向けた貧困対策の設計に関する予
備的研究： イギリスの金融排除論に着目して」愛知県
立大学教育福祉学部 第10回研究交流会（愛知県立大
学），2013年10月23日

・「日本における金融排除論の動向と課題」日本社会福
祉学会中部部会（中部学院大学），2013年４月20日

橋本　明

①著書・論文
・“A ‘German world’ shared among doctors: a history of the 

relationship between Japanese and German psychiatry 

before World War II” History of Psychiatry, 24(2), pp. 180‒
195, 2013年６月

・「西欧における精神医学ミュージアムとその役割①」
『精神医学史研究』17(2)，pp. 96‒104，2013年10月
②口頭発表
・「方法としての聞き取り」日本医史学会例会シンポジ
ウム「聞き取りについて」（順天堂大学），2013年４

月27日
・「精神衛生法制定以前に廃院となった私立精神病院―
鵜森と鷺の湯のケース・スタディ─」第114回日本医
史学会（日本歯科大学），2013年５月11日
・“Freedom and control: The changing context of work and 

activity in mental hospitals in modern Japan” International 

Research Symposium: Therapy and Empowerment̶Coer-

cion and Punishment: Historical and Contemporary Per-

spec tive on Labour and Occupational Therapy (St. Anne’s 

College, Oxford, UK), 2013年６月26日
・“Between Legality and Illegality: Folk Therapy for the 

Mentally Ill in Modern Japan” XXXIIIrd International 

Congress on Law and Mental Health (NH Grand Hotel 

Krasnapolsky, Amsterdam, The Netherlands), 2013年７月

15日
・「未完の“Geel Family Care Research Project （1966‒1975）”」
第17回日本精神医学史学会（東京慈恵会医科大学），
2013年11月９日

松宮　朝

①著書・論文
・「長久手市地域福祉計画策定に向けての市民意識調査
報告」（共著）『社会福祉研究』第15巻，愛知県立大
学教育福祉学部社会福祉学科，pp. 21‒33，2013年
・「地域から多文化共生を考えることの意味」『共生の文
化研究』８号，pp. 76‒83，2013年
・「高齢者の社会参加と都市における農の活動の展開」
『国民生活』15号，pp. 16‒17，2013年
・「祭りが生み出す新しい愛知の文化」（共著）愛知県立
大学歴史文化の会編『大学的愛知ガイド』昭和堂，
pp. 223‒235，2014年
・「新たな貧困調査の構想のために」（共著）『愛知県立
大学教育福祉学部論集』第62号，pp. 122‒135，2014

年
・「コミュニティと排除下」『人間発達学研究』第５号，愛
知県立大学大学院人間発達学研究科，pp. 43‒52，2014

年
②口頭発表
・「都市における農の活動とネットワーク化」第86回日
本社会学会大会一般研究報告（慶應義塾大学），2013

年10月13日
・「愛知県西尾市におけるブラジル人コミュニティと教
育支援」移民政策学会2013年度冬季大会シンポジウ
ム報告（静岡文化芸術大学），2013年12月14日

山本かほり

①著書・論文
・「在日韓国・朝鮮人の生活史にみる『民族』の継承と
変容─在日韓国・朝鮮人の家族・親族の世代間生活史
調査より─」『社会分析』No. 40，pp. 81‒104，2014年
・「外国人住民」愛知県立大学歴史文化の会編『大学的
愛知ガイド』昭和堂，pp. 205‒219，2014年

・「朝鮮学校研究のフィールドから」関西社会学研究会
『ソシオロジ』179号，pp. 86‒92，2014年
②口頭発表
・「朝鮮学校で学ぶということ」移民政策学会2013年春
季大会シンポジウム報告（甲南大学），2013年５月10

日
・“What It means to Learn at Choson School” NZAsian 
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Studies Conference (Auckland University, NZ), 2013年11

月23日
・「朝鮮高級学校生における〈祖国〉の意味」（朝鮮語）
韓国ソウル大学校日本研究所専門家セミナー（韓国ソ
ウル大学校），2013年11月26日

渡邊かおり

①著書・論文
・「社会福祉における権利擁護（アドボカシー）の概念」

矢嶋里絵ほか編『人権としての社会保障─人間の尊厳
と住み続ける権利─』法律文化社，pp. 180‒189，2013

年６月
・「第10章 障害者福祉」芝田英昭編著『基礎から学ぶ
社会保障』自治体研究社，pp. 154‒166，2013年４月 

・「社会事業教育における社会科学の視点─戦前・戦後
のつながりに注目して─」（共著）『奈良女子大学社会
学論集』第20号，pp. 53‒64，2013年３月


